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第 291回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

志の継承 〜 『連続』の大切さ 〜 

 

2024年 11月 19日 順天堂大学ー＞『新渡戸稲造記念センター』(画像)から『がん哲学外来メディ

カル•カフェ@よどばし』(淀橋教会に於いて)(画像)に参上する。 

 

『新渡戸稲造記念センター』は創立 5 周年である。【平成 31（2019）年 4 月、東京医療生活協同

組合に『新渡戸稲造記念センター』が設立されました。『新渡戸稲造記念センター』は、東京医療

利用組合（現・東京医療生活協同組合）の初代組合長（理事長）である新渡戸稲造（1862-1933）

博士の志こころざしを日本の国内外へ広め、実践する拠点となります。『新渡戸稲造記念センター』

のセンター長には、新渡戸稲造博士の専門家として本邦の第一人者で、新渡戸博士の志を継承して

活躍されている樋野興夫先生が就任されました。】と HP には 心温まる紹介がなされている。 大

いに感動する。 

『がん哲学外来メディカル•カフェ@よどばし』は、今年は、開設 10 周年を迎えた。【多くの人は、

自分自身又は家族など身近な人が がんにかかった時に 初めて死というものを意識し、それと同時

に、自分がこれまでいかに生きてきたか、これからどう生きるべきか、死ぬまでに何をなすべきか

を真剣に考えます。 一方、医療現場は患者の病状や治療の説明をすることに手一杯で、がん患者

やその家族の精神的苦痛までを軽減させることができないのが現状です。 そういった医療現場と

患者の間にある『隙間』を埋めるべく、『がん哲学外来』が生まれました。 科学としてのがん学

を学びながら、がんに哲学的な考え方を取り入れていくという立場です。 

このプログラムは、診断・診察の場ではなく、『真の心の通じる対話』、『寄り添うこと』などを

学び合う人間学の場です。 お茶を飲み、講師の先生のお話を聞きながら、それぞれの思いを共有

し、共に泣き、共に喜び・・・帰る時には心が軽くなる『メディカル・カフェ』、是非一度ご参加

になられてみませんか？】とチラシには記載されている。 ただただ感服する。 

 

『連続』の大切さを痛感する日々である。 
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